


　

本
市
で
は
、通
院
、通
学
や
買
い
物
な

ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
と

し
て
、市
民
バ
ス
、住
民
バ
ス
、東
和
町

米
川
地
区
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、日
常
生
活
に
お
い
て

大
切
な
移
動
手
段
で
あ
り
、特
に
学
生

や
高
齢
者
な
ど
、自
動
車
を
運
転
で
き

な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
自
動
車
免
許
保

有
率
は
年
々
増
加
。２
０
１
８
年
の
80

歳
以
上
の
保
有
者
数
は
２
２
７
万
人

で
、08
年
と
比
較
す
る
と
約
２
・
１
倍
に

な
り
、高
齢
者
が
関
与
す
る
事
故
割
合

が
増
え
て
い
ま
す
。市
内
に
お
い
て
も
、

交
通
事
故
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、65
歳
以
上
の
人
の
事
故
割
合
が

増
加
。昨
年
は
全
事
故
数
１
４
９
件
に

対
し
、約
30
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

近
年
、安
全
確
認
不
足
や
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
な
ど
、高

齢
者
の
交
通
事
故
に
関
す
る
報
道
が
相

次
い
で
い
る
中
、運
転
に
不
安
を
感
じ

て
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
人
が

増
え
、市
で
も
支
援
し
て
い
ま
す
。市
民

が
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
も
、公
共

交
通
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、市
民
バ
ス
の
利
用
者
数
に
大

き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、路
線
や
本
数
を

増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、市
の
負
担
額
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、市
は
公
共
交
通
の
見

直
し
に
着
手
。実
態
を
あ
ら
た
め
て
把
握

す
る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。調
査
結
果
を
受
け
、登
米

市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
検
討

を
重
ね
、昨
年
12
月
に「
登
米
市
地
域
公

共
交
通
再
編
計
画
」を
策
定
。利
便
性
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
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と
市
民
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が

ら
再
度
整
理
。利
用
者
数
の
少
な
い
路

線
を
見
直
す
と
と
も
に
、高
校
生
の
通

学
時
間
や
通
院
者
の
帰
宅
時
間
を
考
慮

し
、利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
運
行
時

間
を
変
更
し
て
、４
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
ま
す
。

　　

市
民
バ
ス
の
利
用
者
か
ら
要
望
が
多

か
っ
た
の
が
、買
い
物
や
金
融
機
関
な

ど
で
の
用
足
し
に
便
利
な
路
線
で
す
。

そ
こ
で
、市
街
地
の
商
業
施
設
な
ど
を

循
環
す
る「
中
心
市
街
地
循
環
線
」を
新

設
。市
民
の
足
と
し
て
、１
日
に
８
周
し

ま
す
。例
え
ば
市
民
病
院
で
診
察
を
受

け
た
後
、各
路
線
で
家
に
帰
る
ま
で
の

間
に
、買
い
物
や
金
融
機
関
で
の
用
足

し
が
可
能
に
な
る
な
ど
、移
動
の
範
囲

や
用
途
が
広
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
ま
で
市
民
バ
ス
に
乗
っ
た
こ

と
が
な
い
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、無
料
お
試
し
乗
車
券
を
発
行
。下
記

の
乗
車
券
１
枚
に
つ
き
１
回
無
料
で
乗

車
で
き
ま
す
。利
用
者
を
増
や
し
、収
益

率
を
上
げ
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
路
線
や

本
数
な
ど
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

通勤や買い物に利用
友達も増えて移動時間も楽しい Interview

　

本
市
で
は
、約
29
％
の
人
が
自
動
車

の
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

や
運
転
免
許
証
の
返
納
、今
後
さ
ら
に

進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る
高
齢
化
、核

家
族
化
に
よ
る
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な

ど
か
ら
、交
通
難
民
が
増
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。市
民
バ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
交
通
は
、通
院
や
通

学
だ
け
で
な
く
、今
ま
で
以
上
に
日
常

生
活
全
体
を
支
え
る
移
動
手
段
と
し
て

の
役
割
が
大
き
く
な
り
、そ
の
必
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
公
共
交
通
機
関
に
お
い
て
、

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

市
民
バ
ス
。高
校
や
病
院
、市
役
所
な
ど

の
公
共
施
設
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
で
、

２
０
０
７
年
４
月
１
日
か
ら
本
格
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。14
年
度
ま
で
の
９

路
線
14
系
統
の
運
行
か
ら
、利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
、15
年
度
に
は
10
路
線

24
系
統
に
改
正
。各
路
線
の
乗
り
継
ぎ

を
含
め
、医
療
機
関
へ
の
通
院
や
通
学

に
配
慮
し
、路
線
や
運
行
時
間
を
編
成

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況

問
☎

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします
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地域住民が中心となり
いち早く乗合タクシーを導入

住
ん
で
い
る
人
は
、各
地
区
の
公
民
館
や

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
事
前
に
利
用
者

情
報
を
登
録
す
る
こ
と
で
利
用
可
能
。

利
用
し
た
い
日
時
を
電
話
で
予
約
す
る

と
、自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
た

め
、公
共
交
通
の
空
白
地
帯
が
な
く
な
り

ま
す
。利
用
料
は
一
回
乗
車
す
る
ご
と
に

３
０
０
〜
５
０
０
円
。旧
町
域
内
の
医
療

機
関
、公
共
施
設
、金
融
機
関
、商
店
、市

民
バ
ス
の
バ
ス
停
な
ど
の
ほ
か
、一
部
町

域
外
へ
行
く
こ
と
も
で
き
、住
民
バ
ス
よ

り
も
自
由
度
の
高
い
移
動
が
可
能
で
す
。

　

米
川
地
区
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て
い
る
小
野
寺
誠せ

い

一い
ち

さ
ん
は「
高
齢

者
が
自
動
車
で
人
身
事
故
を
起
こ
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、私
も
運
転

す
る
の
が
危
な
い
と
思
い
、昨
年
７
月

か
ら
米
川
診
療
所
へ
の
通
院
や
道
の
駅

で
の
買
い
物
の
と
き
に
利
用
し
て
い
ま

す
。歩
く
の
が
大
変
な
の
で
、家
ま
で
来

て
く
れ
る
の
が
本
当
に
助
か
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。　

　

現
在
、地
区
内
を
移
動
す
る
手
段
と
し

て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た
住
民
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。住
民
バ
ス
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用
の
た
め
、運
行
時

刻
や
本
数
に
制
限
が
あ
り
、路
線
も
限
定

さ
れ
て
い
て
、主
な
利
用
者
で
あ
る
高
齢

者
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
市
は
、住
民
バ
ス
よ
り
も
さ
ら

に
き
め
細
か
く
、高
齢
者
に
優
し
い
地
域

内
交
通
手
段
と
し
て
、東
和
町
米
川
地
区

で
運
行
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
導
入
拡
大
を
推
進
。各
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。す
で
に
導
入
し
て
い
る
米
川
地
区

の
ほ
か
、あ
ら
た
に
導
入
を
希
望
し
た

迫
町
森
、東
和
町
錦
織
、中
田
町
浅
水
の

３
地
区
で
は
、住
民
バ
ス
か
ら
乗
合
タ

ク
シ
ー
に
移
行
。４
月
か
ら
１
年
間
実

証
運
行
を
実
施
し
、２
０
２
１
年
度
か

ら
の
本
格
運
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
地
区
に

　

安
全
で
快
適
に
生
活
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、公

共
交
通
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

り
、10
年
後
、20
年
後
、さ
ら
に
そ

の
先
も
ず
っ
と
維
持
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、現
在
だ
け
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、未
来
の
た
め

に
全
て
の
年
代
の
人
が
自
分
事
と

し
て
考
え
、利
用
す
る
機
会
を
増
や

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。利
用

者
が
増
え
る
こ
と
で
収
入
が
増
え
、

路
線
や
本
数
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

市
で
は
、よ
り
多
く
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、こ
れ

か
ら
も
市
民
皆
さ
ん
の
意
見
や
要

望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
の
運
行
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

問

問

問

問登米市企画部市民協働課（地域振興係）
☎0220（22）2173

問

問

問

問登米市企画部市民協働課（地域振興係）
☎0220（22）2173

問

問

問

問登米市企画部市民協働課（地域振興係）
☎0220（22）2173
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業務の推進強化
市組織改編

　市では、平成17年の合併以降、さ
まざまな行政ニーズに対応するた
め、組織を見直してきました。
　令和２年度からは、空き家対策、
公園や街路灯の管理など、類似す
る事務事業を整理統合。可能な限
り１カ所で相談から対応まで可能
となるようにし、市民サービス向
上と行政組織を最適化するため、
❶効果的で実効性の高い組織❷コ
ンパクトで機動的な組織❸行財政

改革視点でのビルド＆スクラップ
の徹底❹部署ごとの業務量の平準
化❺市長直轄の政策立案体制の充
実の５つに視点を置き、組織を改
編します。
　現在、産業経済部で所管している
観光に関する業務を迫庁舎２階に
設置される「まちづくり推進部」に、
消費生活相談窓口を産業経済部か
ら南方庁舎の市民生活部市民生活
課に移管。建設部の下水道課は水

道事業所と統合して「上下水道部」
として登米庁舎に新設します。
　また、各部署の職員数などを考
慮し、産業経済部が現在の建設部
（中田庁舎２階）の場所に、建設部
が現在の農業委員会事務局（中田
庁舎１階）の場所に、農業委員会事
務局が現在の産業経済部（中田庁
舎２階）の場所に変わりますので、
来庁する際はご注意ください。
　主な業務内容は下記の通りです。

問 ☎

09 082020.4



今月のホットライン HOTLINE

11 102020.4

　「元気とめ！健康フォーラム～市民健康づくり宣言
～」は２月１日、登米祝祭劇場で開かれ、地域住民や関
係機関・団体など約470人が参加しました。
　フォーラムでは、運動、減塩や喫煙など７つの行動目
標を盛り込んだ「元気とめ！健康づくり宣言」を発表。
策定に携わった桜美林大学教授で市健康なまちづくり
推進協議会の芳賀博

ひろし

会長は「笑顔で健やかな暮らしを
送るためには、健康であることが大事。健康づくりを他
人事ではなく自分事として捉え、多くの人に広めなが
ら実践してほしい」と述べました。参加者は全員で宣言
文を唱和し、地域ぐるみで活動することを誓いました。

市民健康づくり宣言の策定に携わった団体などが、７つの行動
目標を発表。参加者全員で唱和し、健康意識を高めました。

河添さんは「日本とポーランドの１世紀以上続く美しい絆」と題し
講演。数奇な運命から生まれた絆の歴史などについて話しました。

　「登米産牛の学校給食提供」が昨年11月15、本年１月
24、29、30日に、市内の小・中学校で実施されました。
　給食での提供は、本市が本州最大の肉用牛の産地で
あることから、特産品を味わい、食育を通じて登米産牛
肉の消費拡大と地産地消を推進することが目的。児童・
生徒は、市内産の仙台牛や仙台黒毛和牛を使用した給
食に舌鼓を打ちました。石森小２年の佐藤晴

は

琉
る

君は「登
米産牛の給食を楽しみにしていました。登米市にこん
なにおいしい牛肉があるとは知らなかった。ご飯と一
緒に食べたらすごくおいしかったので、また食べたい
です」と笑顔を見せていました。

石森小学校では、１月29日に登米産仙台牛の牛丼がメニュー
に。「やわらかくておいしい」と味わって食べていました。

　東京2020オリンピックに出場するポーランドボート
チームの事前合宿受け入れに向けた「市民公開講演会」が
２月25日、ホテルニューグランヴィアで開かれました。
　講演会は、市民にポーランド共和国の理解を深めても
らいたいと、東京オリンピック・ポーランドボートチー
ムを応援する会が企画し、ノンフィクション作家の河添
恵
けい

子
こ

さんを講師に迎えて開催。参加した佐沼高ボート部
で主将の阿部快

かい

飛
と

さん（17）＝迫町江合＝は「日本とのつ
ながりの歴史を学ぶことができてよかった。代表選手と
話す機会があったら、どんな練習をしているか聞いてみ
たいです」と期待を膨らませていました。

　市ストリートピアノ設置モデル事業「思い出ピアノ」
設置イベントは２月１日、イオンタウン佐沼で開かれ、
セントラルコートに設置されたピアノの美しい音色
に、多くの来場者が耳を澄ませました。
　ピアノは、1963年に旧東和町に寄贈され、米川小や旧
鱒淵小で長年多くの子どもたちに親しまれてきたも
の。来場者なら誰でも自由に演奏を楽しむことができ
ます。設置を記念し、演奏を披露した米川小４年の金野
陽
ひ

菜
な

子
こ

さんは「気軽に演奏を楽しめる場所ができてう
れしい。みんなでたくさん演奏をして、笑顔いっぱいの
場所になってくれたら」と胸をときめかせました。

設置イベントでは、米川小や錦織小の児童が演奏を披露。ピアノ
は誰でも自由に演奏することができます。

米川の水かぶりは800年以上語り継がれる伝統行事。男衆は火伏
せを願い、屋根高くまで水を掛けながら街中を練り歩きました。

　ユネスコ無形文化遺産の「米川の水かぶり」は２月９
日、東和町米川地内で開かれ、すすを顔に付け、わら装
束を身に着けた男衆が秋葉山大権現に祈願後、家々の
屋根に水を掛けながら、火伏せを願いました。
　法輪山大慈寺境内では、米山町の丸山太鼓や津山町
の横山火伏の獅子舞が披露される中、市シティプロモ
ーション「とめはっとキャラバンカー」、みやぎ応援ポ
ケモン「ラプラス」バルーンも登場。男衆が奇声を上げ、
家々に水を掛ける姿をカメラに収めようとする人や
火伏せのお守りとしてわらを引き抜く人たちなど、約
４千人の来場者でにぎわいました。

　登米伊達家十四代当主伊達寧
やす

裕
ひ ろ

氏の浮世絵コレクシ
ョンなどの企画展「浮世絵 美の競演」のオープニング
セレモニーが２月８日、登米懐古館で開かれました。
　企画展は、江戸時代中期から明治期に活躍した浮世
絵師の美人画、歌舞伎の場面などの作品や当時のかん
ざしなどの装飾品を展示。来場した高田秀

ひで

幸
ゆ き

さん（55）
＝仙台市泉区＝は「建築家の隈研

けん

吾
ご

さんが設計した建
物を見に来ました。建物はもちろん美術品の展示の仕
方も素晴らしく、地方にも貴重な美術品がそろってい
ると知りました。浮世絵以外の企画展にも来てみたい
ですね」と建物や浮世絵世界の美を堪能していました。

来場者は、髪の一本一本まで丁寧に描かれた色鮮やかな浮世絵
や華やかな装飾品などに、興味深い様子で見入っていました。
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■会計別予算額

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
が
１
３
７
億
１
６
０
６
万
円
と

最
も
多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・救

急
な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ

る
総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る

議
会
費
を
合
わ
せ
る
と
74
億
８
２
０
７
万

円
、健
康
づ
く
り
や
環
境
対
策
な
ど
の
衛

生
費
が
54
億
７
５
９
５
万
円
と
続
い
て
い

ま
す
。

　

本
市
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予

算
額
は
、左
表
の
通
り
で
す
。

　

本
市
の
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
４
０
億
６
９
６
万
円
で
、前
年
度

に
対
し
て
30
億
２
２
９
６
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
１
９
０
億
８
２
１
６
万
円
、国
・県
支
出

金
が
78
億
３
１
７
６
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
２
６
９
億
１
３
９
２
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
60
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

440億696万円 54.4％
197億5810万円 24.5％

　国民健康保険特別会計 87億4259万円 10.8％
　後期高齢者医療特別会計 8億4003万円 1.1％
　介護保険特別会計 101億7538万円 12.6％
　土地取得特別会計 9万円 0.0％
　宅地造成事業特別会計 1万円 0.0％

170億6827万円 21.1％
　水道事業会計 34億5190万円 4.3％
　下水道事業会計 50億8952万円 6.3％
　病院事業会計　 80億3951万円 9.9％
　老人保健施設事業会計 4億8734万円 0.6％

808億3333万円 100％

☎

１

２
４

５

３

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算

保育環境の向上と待機児
童の早期解消に向け、認
定こども園を整備する民間
事業者に対して、補助金を
交付し支援します。

水稲直播栽培に関する機
器およびＩＣＴなどの技術を
活用したスマート農業機器
の導入を支援します。

妊娠、出産、子育てをする
母親および家族に対し、
妊娠期から子育て期まで、
安心して子どもを産み育て
られるよう支援します。

デマンド型乗合タクシー実
証運行事業を実施する４
つのコミュニティ組織の運
行経費などを補助します。

本市を応援していただく人
たちからの寄附金を財源と
し、寄附者の思いを反映し
た事業を推進します。
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市
教
育
委
員
会
は
、地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
学
校
再
編
に
向
け
、

「
登
米
市
立
小
中
学
校
等
再
編
構

想
」の
中
で
、令
和
５
年
ま
で
を
統

合
の
準
備
期
間
と
し
て
い
る
津
山
、

東
和
、米
山
、南
方
の
４
地
域
で
学

校
再
編
準
備
委
員
会
を
設
置
。委

員
会
は
、小
中
学
生
・未
就
学
児
の

保
護
者
や
地
域
の
代
表
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、統
合
の
実
施
や
統

合
校
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
ほ
か
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
校
舎

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
学
校

訪
問
を
実
施
。地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、よ
り
良
い
教
育
環

境
に
な
る
よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
再
編
の
進
捗
や
学
校
再

編
準
備
委
員
会
の
開
催
状
況
な
ど

は
、「
学
校
再
編
だ
よ
り
」を
発
行

し
、お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。学
校

再
編
だ
よ
り
は
、統
合
を
進
め
て

い
る
地
域
の
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
再
編
推
進
室（
学
校
再
編

推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風

第
19
号
）の
被
害
に
対
す
る
市
の

追
加
支
援
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。各
制
度
の
対
象
者
に
は
、別
途

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

被
災
の
状
況
に
応
じ
て
、個
人

市
民
税
を
減
免
し
ま
す
。

被
災
に
よ
り
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❶
納
税
義

務
者
が
死
亡
、ま
た
は
障
が
い
者

と
な
っ
た
❷
住
居
が
半
壊
以
上
と

判
定

所
得
に
応
じ
て
令
和

元
年
度
の
個
人
市
民
税
の
８
分
の

１
〜
全
て
の
割
合
を
減
免

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

被
災
に
よ
り
、廃
車
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
軽
自
動
車
税
の
一
部
を

返
還
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
納
税
義

務
者
の
う
ち
、被
災
し
た
軽
自
動

車
な
ど
が
、使
用
不
能
な
ど
の
理
由

で
廃
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

令
和
元
年
度
軽
自
動

車
税
の
12
分
の
５
に
相
当
す
る
金

額

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

被
災
の
状
況
に
応
じ
て
、災
害
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。被

災
に
よ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❶

死
亡
し
た
場
合
＝
10
万
円
❷
負
傷

し
、治
療
に
要
す
る
期
間
が
１
カ

月
以
上
の
場
合
＝
５
万
円
❸
住
居

が
全
壊
、全
焼
、流
失
し
た
場
合
＝

10
万
円
❹
住
居
が
大
規
模
半
壊
、

半
壊
、半
焼
し
た
場
合
＝
５
万
円

❺
住
居
が一部
損
壊（
準
半
壊
）、床

上
浸
水
し
た
場
合
＝
２
万
円

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

準
半
壊
以
上
の
住
宅
被

害
が
あ
っ
た
災
害
救
助
法
に
基
づ

く「
応
急
仮
設
住
宅
」、「
住
宅
の
応

急
修
理
」に
よ
る
支
援
を
受
け
な

か
っ
た
世
帯

被
災
住
宅
の
補

修
、解
体
撤
去
お
よ
び
防
災
上
有

効
な
改
修
に
要
す
る
経
費

住
宅
の
修
理
な
ど
に
要

し
た
経
費
の
５
分
の
１
に
相
当
す

る
金
額
▼
半
壊
以
上
＝
上
限
10
万

円
▼
一
部
損
壊（
準
半
壊
）＝
上
限

５
万
円

建
設
部
営
繕
課

（
営
繕
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
４
４
６

　

中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
を

受
け
、金
融
機
関
に
支
払
っ
た
利

子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

市
が
発
行
す
る
被
災
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
中
小

企
業

融
資
日
か
ら
３
年
間

支
払
利
子
の
２
分
の
１

以
内
に
相
当
す
る
金
額

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

４
月
６
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、全
国
一
斉
に「
春
の
交
通
安
全

運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、次
の
５
項
目
を
運
動
の

重
点
と
し
て
掲
げ
、各
地
区
で
の

街
頭
指
導
な
ど
、関
係
機
関
・
団
体

と
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

❶
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

❷
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の

励
行

❸
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

❺
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

４
月
は
、新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。自
動
車
や
自
転
車
を
運

転
す
る
皆
さ
ん
は
、子
ど
も
に
配

慮
し
た
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、将
来
の
登
米
市
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
見
本
と
な
る
よ
う

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
米
市
は
県
内
他
市
町
村
と
比

べ
て
も
、飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙

数
・
事
故
件
数
の
割
合
が
高
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
と
き
は
、飲
酒
運
転
が
引
き

起
こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に

認
識
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
一
丁
目
〜

五
丁
目

令
和
２
年
４
月
１
日

〜
令
和
４
年
３
月
31
日

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
）

❸
仕
事（
会
社
か
ら
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
報
道
）

❺
免
許（
免
許
取
消
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

❶
 ▶

❷
 ▶
　
　

☎

　

☎

た
が
、ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
」

な
ど
、気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。専
門
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
月
24
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

㊋

 ☎

 ☎

㊌
 ☎

㊍
 ☎

◉休日（日曜日）受付時間　9:00～16:30  
◉夜間（月・水曜日）（祝日、年末年始を除く）
受付時間　18:00～20:00
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊌
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

　

☎

　

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
集

ま
り
、お
茶
や
会
話
を
楽
し
め
る

「
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と
め
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。情
報
交
換
や
交
流
を

通
じ
て
、悩
み
や
不
安
を
解
消
で

き
る
機
会
で
す
の
で
、気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

▼
４
月
13
日（
月
）▼
５
月

11
日（
月
）▼
６
月
８
日（
月
）▼
７

月
13
日（
月
）▼
８
月
17
日（
月
）▼

９
月
14
日（
月
）▼
10
月
12
日（
月
）

▼
11
月
９
日（
月
）▼
12
月
12
日

（
土
）▼
令
和
３
年
１
月
18
日（
月
）

▼
２
月
８
日（
月
）▼
３
月
８
日

（
月
）／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

　

が
ん
治
療
中
の
脱
毛
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
に
ウ
ィ
ッ
グ

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

数
量
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

ご
家
庭
で
不
要
の
ウ
ィ
ッ
グ
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
譲
り
く
だ

さ
い
。

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と

め（
代
表
＝
鈴
木
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

☎
０
７
０（
２
０
１
１
）０
９
２
８

　

６
月
８
日（
月
）か
ら
、登
米
市

民
病
院
南
館
４
階
で
透
析
治
療
を

開
始
し
ま
す
。開
始
ま
で
は
、現
在

よ
ね
や
ま
診
療
所
で
実
施
し
て
い

る
透
析
治
療
を
継
続
し
ま
す
。

よ
ね
や
ま
診
療
所

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
１
１

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
認
知
症
と
診
断
さ
れ

よ
し

お

　

市
教
育
委
員
会
は「
第
２
回
登

米
市
子
ど
も『
本
の
ポ
ッ
プ
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
』」を
開
催
。

　

市
内
の
小
学
校
全
て
の
教
室
に

設
置
し
て
い
る「
上
杉
文
庫
」の
本

を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、５
９
９
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。入
賞
者
は
、次
の

通
り
。

▼
氏
家
苺も

も々

夏か

（
南

方
小
）

▼
小
野
寺
莉り

奈な

（
西
郷

小
）▼
石
川
さ
く
ら（
上
沼
小
）▼

皆
川
小こ

春は
る（

上
沼
小
）

▼
小
林
成な

る

希き

（
米
岡
小
）

▼
山
住
楓ふ

う

夏か

（
中
津
山
小
）▼
栁
澤

咲さ

希き

（
中
津
山
小
）▼
後
藤
由ゆ

妃き

（
西
郷
小
）▼
小
野
寺
春は

る

香か

（
上
沼

小
）

▼
林
心こ

こ

美み

（
加
賀
野
小
）▼

鹿
毛
真ま

絢あ
や（
加
賀
野
小
）▼
高
橋
亜あ

沙す

香か

（
西
郷
小
）▼
石
井
莉り

子こ

（
北

方
小
）▼
永
浦
覇は

久く

（
東
郷
小
）▼

高
橋
夢ゆ

歩あ

（
加
賀
野
小
）▼
伊
藤
ひ

な（
東
郷
小
）▼
佐
藤
梛な

ぎ

沙さ

（
北
方

小
）▼
関
優ゆ

那な

（
加
賀
野
小
）▼
堅

岡
千ち

結ゆ

（
加
賀
野
小
）

※
入
賞
作
品
は
、３
月
31
日（
火
）

ま
で
迫
図
書
館
に
展
示
す
る
と
と

も
に
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す迫

図
書
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター 　☎0225（94）5111
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迫
　「第９回佐沼地区コミュニティ祭り」（同推進協議会主催、
佐藤四

し

郎
ろう

会長）は２月23日、迫公民館で開かれ、子どもから
お年寄りまで約900人が訪れました。
　祭りは地域住民が集い、人と人がつながる豊かな地域コ
ミュニティーづくりを目指すことを目的に開催。舞踊や演
芸のステージ発表、児童生徒の作品展示、昔ながらの遊び体
験などが催されたほか、昼にはあんこ餅とはっと汁が振る
舞われ、来場者は楽しいひとときを過ごしました。

登米
　「第57回とよま凧あげ大会」（とよまコミュニティ運営
協議会主催、佐藤貞

てい

一
いち

会長）は２月２日、登米町内の北上
川右岸堤防で開かれ、市内外から310人が参加しました。
　凧あげ大会は、市民同士の親睦と親子の触れ合いを深め
ることを目的に毎年開催。思い思いのデザインで手作りし
た凧を持った親子連れなどでにぎわう中、凧の審査も催さ
れ、参加者は手作りした凧を空高く揚げ、審査員にアピー
ルしていました。

東和
　「第２回ボッチャ大会」は２月16日、米川公民館で開か
れ、子どもから高齢者までの８チーム、29人が地域や世代
を超えて交流しました。
　ボッチャは、自分たちのボールを投げたり転がしたりし
て、いかに白いジャックボール（目標球）に近づけられるか
を競うゲーム。１試合１試合が手に汗握る白熱した試合と
なり、初参加の米川１区チームが混戦を制しました。参加者
は地域の交流会などにも取り入れたいと話していました。

中田

豊里
　「サケの放流体験」（北上川漁業協同組合、同組合豊里支部
主催）は２月20日、豊里水辺の公園で開かれ、豊里小の５年
生49人がサケの稚魚を旧北上川に放流しました。
　放流体験は、生き物や自然から生命の大切さを学んでも
らうことが目的。児童たちは、体長５㌢ほどに育ったサケの
稚魚約25万匹をバケツに入れて、雨どいを使って川に放ち
ました。小さな体に秘められた力強さを感じながら、数年後
に無事に大きく成長して帰ってくることを祈りました。

石越
　「石っ子くらぶ『たこ焼きパーティー』」（石越コミュニ
ティ運営協議会主催、菅原健

けん

一
いち

会長）は２月22日、石越公民
館で開かれ、石越小の児童24人が参加しました。
　たこ焼きパーティーでは、６人ごとのグループに分かれ、
作ったことがある児童が初めて作る児童に教えるなど、協
力しながら調理。焼きたてのたこ焼きに舌鼓を打った後は、
ラムネ、グミ、チョコレートなどを入れて、いろいろな味の
たこ焼きを楽しみました。

津山
　「『明るい家庭づくり』作文コンクール表彰式」（青少年の
ための登米市民会議津山支部主催、橘智

とも

法
のり

支部長）が２月
19日、津山総合支所で開かれました。
　作文コンクールには津山地区から214点の応募があり、
小学校下級生の部では横山小３年の佐々木優

ゆう

奈
な

さん、上級
生の部では柳津小６年の清野百

も

華
か

さん、中学校の部では津
山中3年の遠藤愛

あい

莉
り

さんが最優秀賞を、一般の部では伊藤
良
りょう

子
こ

さん＝津山町横山10区＝が特別賞を受賞しました。

米山
　「平筒沼クリーンアップ」（健

けん

壮
そう

会
かい

主催、後藤正
まさ

昭
あき

会長）は
２月９日、平筒沼ふれあい公園で開かれ、約20人がゴミ拾
いや草刈り、枯れ草除去などの清掃活動に参加しました。
　健壮会は平筒沼近くの今泉行政区で設立した会で、地域
のさまざまな活動を実施。その一環として平筒沼の桜のて
んぐ巣防除作業をしてきました。平筒沼約800本の桜の防
除作業が一通り終了し、今年は清掃活動を実施。参加者は、
きれいになった平筒沼を満足そうに見つめていました。

南方
　「もっこりまちの音楽会」（南方公民館主催）は２月２日、
南方農村環境改善センターで開かれ、南方地区の児童生徒
や音楽愛好家約300人が参加しました。
　音楽会では、南方小学校児童による大嶽太鼓や南方中学
校吹奏楽部、あやめ園、もっこり合唱隊、オカリーナの会、
ニューシャーマン楽団、スウィング、大正琴あやめの会など
地元の団体が演奏を披露。最後は「花は咲く」をみんなで演
奏し、演奏と歌に触れる楽しい時間になりました。

TOWNS TOPICS

　「石森ふれあいカフェ」（石森コミュニティ運営協議会主
催、渡邉義

よし

昭
あき

会長）は２月８日、石森ふれあいセンターで開
かれ、63人が参加しました。
　ふれあいカフェでは、ハンドベル楽団「フロールベルリン
ガー」による演奏が披露。ハンドベルの透き通った音色に
「もう一曲聴きたい」と声が上がるほど会場は盛り上がりま
した。ハンドベル演奏後のカフェタイムでは、シフォンケー
キを食べながら、参加者同士交流を深め合いました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　市図書館（室）で本を借りるには、利用者登録が
必要です。市内に在住、在勤または在学していれ
ば、登録することでどなたでも利用可能です。利
用者登録の際には、免許証など本人確認ができる
ものをお持ちください。
　１度登録すると、市内全ての図書館（室）で本を
借りられます。

１人、各館（室）10冊まで

貸し出しの翌日から
14日間

　風しんの発生や流行を予防するため、昭和37年
４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性を
対象に、風しん抗体検査および風しんの定期予防
接種を令和４年３月31日まで無料で実施してい
ます。なお、昭和47年４月２日から昭和54年４月
１日生まれの人は、令和元年６月に送付した抗体
検査・予防接種クーポン券の有効期限が令和２年
３月31日となっていますが、令和３年３月31日ま
で延長します。
　昭和37年４月１日から昭和47年４月１日生ま
れの人には４月以降に案内を送付しますが、すぐ
に必要な場合はクーポン券を発行しますので、問
い合わせください。

市民生活部健康推進課（健康推進係）
☎0220（58）2116

※団体にも貸し出していますので、詳しくは各図
書館（室）へ問い合わせください
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2018年11月３日生まれ
南方町・青島　晃さんの次女

ちゃん（１歳）

いつもにこにこ笑顔でかわいい優花｡
これからも明るく元気いっぱい大き
くなってね。

Young
Monthly Hot Communication

　151㌢でＯ型です。
　市内で保育の仕事をしていま

す。中学２年から高校３年までジュニアリー
ダーをしていて、自分は子どもと関わること
が好きなんだと実感し、保育士の道に進みま
した。プライベートでは、ボランティアサー
クル「ぴぃす☆かんぱにぃ」に所属し、ジュニ
アリーダーを支援する活動をしています。

　好きなことにのめり込む性
格です。周りのことが気にならなくなるので、
マイペースと言われることもあります。

　ＵＶレジンという紫外線で固ま
る材料を使った小物作りです。完成したアク
セサリーやキーホルダーは、友達にもプレゼ
ントしています。

　ピアノを弾いていることが多い
ですね。幼稚園の頃からピアノを習っている
ので、楽譜が無くても、流れている音楽を聴
き取ってピアノで演奏することができます。

　一緒にいて楽しい人。お互
い気を使わずに自然体でいられる人がいい
ですね。

　小物作りとピアノ
をもう少し極めたいと思っています。小物作
りはインターネットの情報などを参考に、見
よう見まねでやっているので、さらに技術を
磨いて、作品の完成度を上げたいと思ってい
ます。ピアノは、聴いた曲を譜面に書き起こ
せるようになりたいです。

　一度、仕事の関係で
登米市を離れていたことがあります。戻って
きた時に、すごく安心できるまちだと気付き
ました。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

くん（２歳） くん（１歳）

2018年２月19日生まれ
南方町・大袋　潤子さんの長男
歩くことといたずらすることが大好
きなユッキーちゃん。いっぱいご飯
を食べて大きくなーれ。

2018年５月31日生まれ
迫町・東表　裕貴成さんの次男
わんぱくで天真らんまん。お兄ちゃ
んのことが大好き。お兄ちゃんに追
い付け追い越せ、ぐんぐん成長中。

夢と希望を与えられる人に
　私には、消防士になりたいという夢があ
ります。災害などが起きたときに、たくさん
の命を救う消防士に以前から憧れていまし
た。昨年、登米市消防本部へ職場体験学習に
行き、消防士の方々が迅速に行動する姿や
真剣に訓練に取り組む姿を間近で見て、そ
の気持ちがより一層強くなりました。
　消防士に大切なのは、常に「人の命を救
う」という気持ちを持つことだと考えてい
ます。どんなときでも、どんな場面でも命を
思いやる強い気持ちを持つことで、犠牲を
出すことなく救える命が増えていくと思い
ます。一人でも多くの人を救い、みんなを笑
顔にできる消防士になりたいです。
　今まで私たちは、たくさんの災害に遭い、
多くの人に助けられてきました。これから
は私も、多くの人を助け、恩返しをしていき
たいと思います。そして、たくさんの人に夢
と希望を与えられるような人になるため
に、今できることを精いっぱい頑張ります。
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母
の
実
家
に
家
内
の
姉
さ
ま

が
嫁
い
で
だ
か
ら
、そ
う
い
う
縁

で
お
見
合
い
の
話
が
出
だ
ん
だ
ね
。

い
い
人
い
る
が
ら
っ
て
仲

人
さ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ
だ
の
。

大
農
家
の
高
根
の
花（
笑
）。

同
じ
中
学
校
で
、元
々
知
っ
て
だ
が

ら
、第
一
印
象
は
忘
れ
だ
な
。

学
生
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
っ
て
い
う
印
象
が
あ
っ
た
ね
。

し
っ
か
り
者
。仕
事
が
早
く

て
仕
上
が
り
も
い
い
ん
だ
。

几
帳
面
だ
ね
。

結
婚
当
時
は
、仕
事
や
ら
農

　　　　　

「
登
米
市
誕
生
時
の
思
い
出
」

　

平
成
17
年
４
月
１
日
、登
米
郡

８
町
と
本
吉
郡
津
山
町
が
合
併
し
、

登
米
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。私
が

南
方
町
人
会
長
に
任
命
さ
れ
て
４

年
目
の
こ
と
で
す
。

　

南
方
町
は
、平
成
16
年
に
町
制

40
周
年
を
迎
え
、伊
藤
吉よ

し

信の
ぶ

町
長

の
も
と
に
、同
年
、新
庁
舎
が
完
成

し
、翌
年
１
月
に
は
盛
大
に
落
成

式
が
行
わ
れ
、町
人
会
役
員
も
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、南
方
総
合
運
動
場
が
で
き
、道

の
駅
み
な
み
か
た「
も
っ
こ
り
の

里
」が
誕
生
。南
方
町
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
た
時
期
の
登
米

市
誕
生
で
し
た
。

　

伊
藤
町
長
か
ら
は
、「
帰
郷
の
折

に
は
、南
方
町
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。帰
郷

を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し

Monthly Hot Communication

One's Home

作
業
が
忙
し
く
て
、新
婚
旅
行
も

し
な
が
っ
た
。退
職
し
て
、家
の
こ

と
や
隣
近
所
の
こ
と
を
や
っ
て
く

れ
で
だ
家
内
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、二
人
で
ハ
ワ
イ
旅
行
へ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
マ
レ
ー
シ
ア
、

台
湾
も
い
い
思
い
出
だ
な
。

国
内
も
、北
海
道
か
ら
九

州
、沖
縄
ま
で
、歩
が
ね
ど
ご
な

い
っ
て
く
ら
い
旅
行
し
た
ね
。

尊
敬
し
合
え
る
こ
と
か
な
。

「
ど
う
も
ね
」と
か
、感
謝
を

言
葉
に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
ね
。

け
が
や
病
気
を
し
な
い
よ

う
に
健
康
管
理
し
な
が
ら
、グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た
い
ね
。

「
ど
う
も
ね
」。感
謝
は
言
葉
に
し
ね
ぇ
ど

た
。し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
南
方

町
の
将
来
や
町
人
会
に
と
っ
て
大

事
な
伊
藤
町
長
は
、登
米
市
が
誕

生
し
た
２
カ
月
後
の
６
月
に
帰
ら

ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
人
会
活
動
は
、合
併
後
に
会

長
会
議
を
開
催
し
、各
町
人
会
ご

と
に
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。平
成
17
年
10
月
に
は
、合
併

後
初
の
総
会
と
懇
親
会
を
開
催
。

登
米
市
長
同
席
の
も
と
、各
町
人

会
活
動
の
今
後
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、当
分
の
間
は
こ
の
ま
ま
活

動
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
方
町
人
会
は
、南
方
村
人
会

と
し
て
設
立
し
、町
制
施
行
に
よ

る
名
称
変
更
を
経
て
、昨
年
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。10
月
に
は

佐
々
木
勝か

つ

雄お

会
長
の
も
と
、式

典
と
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
々
、会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、令
和
の
時
代
も
お
の
お
の
故

郷
を
思
い
続
け
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。実
現
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、長
沼
が
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
競
技

会
場
の
候
補
地
と
し
て
、テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
で
連
日
報
道
さ
れ
、

全
国
的
に
登
米
市
の
知
名
度
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
誇
ら
し
く
思

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
登
米
市

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
は
、長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公

園「
ふ
る
さ
と
物
産
館
」の
佐
藤

純じ
ゅ
ん

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

長
沼
ダ
ム
に
見
立
て
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス「
長
沼
ダ
ム
カ
レ
ー
」が
お

す
す
め
で
す
。地
場
産
の
レ
ン
コ

ン
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
を
た

く
さ
ん
使
い
、見
た
目
も
楽
し
い

カ
レ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
内
に
は

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
。テ
ン

ト
の
近
く
に
車
が
停
め
ら
れ
、電

源
コ
ン
セ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
芝
生
の

上
に
自
由
に
テ
ン
ト
を
張
れ
る
一

般
キ
ャ
ン
プ
場
、芝
生
広
場
キ
ャ

ン
プ
場
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
選

べ
ま
す
。エ
リ
ア
内
に
は
炊
飯
棟

や
シ
ャ
ワ
ー
室
、洗
濯
機
、乾
燥
機

な
ど
を
備
え
た
サ
ニ
タ
リ
ー
館

も
あ
り
、キ
ャ
ン
プ
初
心
者
に
も

お
す
す
め
。日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
る
施
設

で
す
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や

夏
休
み
期
間
に
は
予
約
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
の
予
定
が
決
ま
っ
た
ら

お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
６
０
０

●
５
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、３
月
31
日（
火
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　
「
登
米
市
結
婚
活
動
支
援
事
業
」

の
受
託
事
業
者
を
、公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
し
ま
す
。

❶
自
分
磨
き
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
❷
独
身
男
女
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❸
企
業
間
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❹
結
婚
相
談
お

よ
び
啓
発
活
動
の
実
施

契
約
締
結
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

市
内
に
本
社
、ま
た

は
事
業
所
が
あ
り
、委
託
業
務
を

効
率
的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提

案
書
に
よ
り
、審
査
委
員
会
で
受

託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す４

月
15
日

（
水
）午
後
５
時公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
関
す
る
経
費
な
ど
は
、応
募

者
の
負
担
に
な
り
ま
す

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、応
募

要
件
、企
画
提
案
書
な
ど
、詳
し
く

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い企

画
部

市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

も
、積
極
的
に
観
音
寺
セ
リ
を
生

産
す
る
意
欲
の
あ
る
人
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３

年
２
月
の
間
５
回
程
度

迫
町
北
方
南
観
音
寺
地
内

の
セ
リ
田セ

リ
田
の
準
備
や
種
ゼ
リ

の
定
植
、収
穫
な
ど
、実
際
に
セ
リ

田
を
使
い
作
業
を
し
な
が
ら
、生

産
者
か
ら
栽
培
方
法
を
学
ぶ

10
人
程
度

無
料

長
靴
ま
た
は
胴

長
、雨
が
っ
ぱ
な
ど

氏
名
、住
所
、電
話

番
号
、生
年
月
日
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
提
出

４
月
10
日（
金
）産

業
経

済
部
産
業
連
携
推
進
課（
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

登
米
公
民
館（
大
集
会
室
）

◉▼
兼
題
＝
当
季
雑
詠
未
発
表
句
３

句
１
組（
１
人
何
組
で
も
可
）▼
応

募
方
法
＝
指
定
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
住
所･
氏
名･
年
齢･

電
話

番
号･

俳
号
・
当
日
の
出
欠
を
明
記

し
、実
行
委
員
会
ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。氏
名
や
読
み
づ
ら
い

文
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く

だ
さ
い
▼
応
募
期
限
＝
５
月
22
日

（
金
）当
日
消
印
有
効
▼
投
句
料
＝

１
組
千
円（
現
金
書
留
・
小
為
替
）

／
作
品
集
を
投
句
者
全
員
に
配
付

し
ま
す

◉▼
席
題
＝
午
前
９
時
に
会
場
で
発

表（
１
人
２
句
ま
で
）▼
投
句
時
間

＝
午
前
11
時
ま
で
▼
投
句
料（
２

句
１
組
）＝
千
円

登
米
芭

蕉
祭
俳
句
大
会
実
行
委
員
会（
登

米
総
合
支
所
内
）〒
９
８
７
―

０
７
０
２
／
登
米
市
登
米
町
寺
池

沼
80

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
１

　

令
和
２
年
度
の
東
和
陶
芸
教
室

を
開
講
し
ま
す
。市
内
在
住
者
で

あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

５
〜
10
月（
開
講
式
は
５

月
12
日（
火
））

毎
週
火
曜
／
午
前
９
時

〜
午
後
２
時（
初
回
は
５
月
12
日

（
火
））

毎
週
水
・
土
曜
／
午
後

７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分（
初

回
は
５
月
13
日（
水
））

※
夜
の
部
の
場
合
、初
心
者
は
水

曜
日
の
受
講
に
な
り
ま
す

東
和
町
陶
芸
場

７
千
円（
材
料
費
含
む
）

４
月
６
日（
月
）東

和
教

育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
１

０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
４

　

本
市
の
伝
統
野
菜「
観
音
寺
セ

リ
」の
担
い
手
の
確
保
と
生
産
量

を
拡
大
す
る
た
め
、栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。講
習
会
終
了
後

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河
川

事
務
所
ま
で
送
付

５
月
15
日（
金
）必
着

国
土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務

所（
占
用
調
整
課
）〒
９
８
６
―

０
８
６
１
／
石
巻
市
蛇
田
字
新
下

４
月
24
日（
金
）午
後
６
時

〜
７
時（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

登
米
懐
古
館（
土
間
ホ
ー

ル
）

「
歌
枕
の
国 

み
ち
の
く
の

成
立
」▼
講
師
／
伊
達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏

無
料（
常
設
・
企
画
展
示

室
へ
の
入
室
は
不
可
）

30
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

登
米

懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

６
月
28
日（
日
）午
前
９
時
〜

目
子
待
井
３
８
１
―
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
５
１

０
２
２
０（
５
２
）２
１
１
８

　

次
代
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な

青
少
年
育
成
を
目
的
に
、青
少
年

海
外
派
遣
事
業
参
加
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国（
テ

キ
サ
ス
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
）

８
日
間（
10
月
下
旬

予
定
）

市
内
在
住
の

中
学
２
年
生
〜
高
校
３
年
生
８
人

１
人
10
万
円

❶
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
参
加
申
込
書
❷
作
文（
テ
ー

マ
指
定
・
１
６
０
０
字
以
内
）を
実

行
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い

４
月
24
日（
金
）必
着

※
派
遣
団
員
は
、作
文
お
よ
び
面

接
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。詳

し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
内
各
中
学
校
、高
校
に

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

登
米
市

青
少
年
国
際
交
流
事
業
実
行
委
員

会（
登
米
市
国
際
交
流
協
会
内
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

北
上
川（
柳
津
大
橋

か
ら
二
股
橋
ま
で
）の
沿
川
に
在

住
し
て
い
る
人
で
、河
川
に
接
す

る
機
会
が
多
く
、河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
20
歳
以
上
で
健
康
な
人

▼
日
常
生
活
で
知
り

得
た
河
川
に
関
す
る
情
報
提
供
▼

河
川
に
関
す
る
地
域
要
望
を
河
川

管
理
者
に
連
絡
▼
地
域
住
民
へ
の

河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
な
ど

１
人（
応
募
多
数
の

場
合
は
、書
類
選
考
で
決
定
）

令
和
２
年
７
月
１
日
〜
令

和
３
年
６
月
30
日

【

月
額
４
５
０
０
円
程
度

　　　　　　☎

▶
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が
所
有
す
る
固
定
資
産
の
価
格
が

適
正
か
判
断
す
る
た
め
に
、土
地

や
家
屋
の
価
格
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。４

月
１
日（
水
）〜
５
月
29

日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
）／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

各
総
合
支
所
市
民
課（
迫

町
の
み
総
務
部
税
務
課
）

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
、委
任
状
が

必
要
で
す

】総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

◉
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）

３
月
27
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
６
日（
月
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
26
日（
日
）

◉
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

４
月
３
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
15
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
14
日（
日
）

※
詳
し
く
は
人
事
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

https://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
l人

事
院
東
北
事
務

局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

▼
平
成
２
年
４
月
２

日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
▼
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人
❶
大
学

を
卒
業
ま
た
は
令
和
３
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
❷
人
事
院
が
❶

と
同
等
と
認
め
る
人

３
月
27
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
８
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
７
日（
日
）

※
詳
し
く
は
人
事
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

https://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
l仙

台
国
税
局
人
事

第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
油

の
回
収
場
所
、方
法
な
ど
が
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

◉＝
４
月
８
日
、５
月
13
日
、６
月
10

日
、７
月
８
日
、８
月
12
日
、９
月

９
日
、10
月
14
日
、11
月
11
日
、12

月
９
日
、令
和
３
年
１
月
13
日
、２

月
10
日
、３
月
10
日
／
午
前
８
時

30
分
〜
正
午

◉

（
米
山

町
桜
岡
大
又
20
―
１
）▼
開
庁
日
・

開
庁
時
間
内
に
常
時
回
収

植
物
系
油（
菜

種
・
大
豆
・
コ
ー
ン
油
な
ど
の
サ
ラ

ダ
油
、ご
ま
油
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

な
ど
）

※
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
系
油
や
、

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
機
械
油
な
ど

の
鉱
物
系
油
は
回
収
し
ま
せ
ん

※
飲
食
店
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

大
量
の
事
業
系
廃
食
油
は
受
け
入

れ
で
き
ま
せ
ん❶

油
か
す
な
ど
は
で

き
る
だ
け
取
り
除
き
、空
の
植
物

油
容
器
な
ど
に（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
場
合
は
水
分
を
乾
か
し
て
か

ら
）廃
食
油
を
移
し
替
え
、密
閉
し

て
く
だ
さ
い
❷
回
収
場
所
に「
回

収
ボ
ッ
ク
ス
」を
設
置
し
ま
す
の

で
、容
器
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

　

総
務
省
に
よ
る
周
波
数
再
編
に

よ
り
、４
月
23
日（
木
）か
ら
試
験

電
波
が
発
射
さ
れ
、市
内
の
一
部

地
域
で
受
信
障
害
が
発
生
し
、テ

レ
ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
は
、

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が

実
施
し
て
お
り
、受
信
障
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に

は
、試
験
前
に
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
ま
す
。特
に
対
策
が
必
要
な
世

帯
に
は
、テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

員
証
を
携
行
し
た
工
事
作
業
者
が

直
接
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　

対
策
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、詐
欺

行
為
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。テ
レ
ビ
放
送

が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く
な
っ

た
、不
審
な
訪
問
が
あ
っ
た
場
合

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

　
「
令
和
２
年
度
固
定
資
産
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」が
、次
の
通
り
縦
覧

で
き
ま
す
。縦
覧
制
度
は
、納
税
者

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

平
成
31（
令
和
元
）年
度
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て

い
る
人
で
、令
和
２
年
度
も
在
学

予
定
の
人
に
は
、３
月
末
に
は
が

き
で
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
、引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

る
場
合
は
、在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、学
生
納
付
特
例
制
度
の

利
用
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、年

金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
と
め

の
市
内
事
業
所
へ
の
配
布
は
、本

年
度
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

広
報
紙
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、各

総
合
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部
市
長
公
室

（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

　

電
気
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、発

電
事
業
お
よ
び
小
売
電
気
事
業
会

社
で
あ
る
東
北
電
力
か
ら
、送
配

電
会
社
と
し
て「
東
北
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」が
分
社
化
し
ま
す
。同

社
は
主
に
送
電
線
、変
電
所
、配
電

線
な
ど
の
建
設
、保
守
管
理
、運
用

を
担
い
ま
す
。

東
北
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
栗
原
登
米
電
力
セ
ン

タ
ー（
栗
原
市
築
館
伊
豆
１
―
11

―
１
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

▼
停
電
・
緊
急
時

☎
０
１
２
０（
１
７
５
）３
６
６

▼
電
気
設
備

☎
０
１
２
０（
１
７
５
）３
７
７

㊐

◉

☎

㊍

㊋

◉

☎

☎

　　　　　　☎

❶❶

❷❷

下田中53番地8



31 302020.4

　

登
記
申
請
の
手
続
案
内
は
、予

約
制
で
す
。手
続
案
内
を
利
用
す

る
場
合
は
、法
務
局
窓
口
ま
た
は

電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。予
約
は
、登
記
手
続
案
内
日
の

１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
し
ま

す
。

20
分
以
内

登
記
申
請
を
す
る
人（
親

族
、法
人
の
従
業
員
な
ど
を
含
む
）

▼
土
地
・
建
物
＝
仙
台
法
務
局
登

米
支
局
予
約
申
込

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

▼
会
社
・
法
人
＝
仙
台
法
務
局
予

約
申
込

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
８

15
〜
39
歳
の
就
職
し
て

い
な
い
人
、そ
の
保
護
者
、家
族み

や

ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

４
月
24
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

中
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
教
室
ま
た
は
職
員
室

け
や
き
教
室
・
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
職
員
、心
の

教
室
相
談
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど　

け
や

き
教
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
４
０
１

　

全
国
の
登
記
所（
法
務
局
）で

は
、法
定
相
続
人
を
登
記
官
が
証

明
す
る「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、各

相
続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
を
何
度

も
出
し
直
す
必
要
が
無
く
な
り
ま

す
。無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

宮
城
県
信
用
保
証
協
会
は
、中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
や
こ
れ

か
ら
事
業
を
始
め
る
人
が
、事
業

に
必
要
な
お
金
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
る
際
に
、保
証
人
に
な
っ
て

借
り
や
す
く
な
る
よ
う
支
援
す
る

公
的
機
関
で
す
。企
業
経
営
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
た
支

援
を
し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２

毎
週
月
〜
金
曜
／
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
大
崎
市
古
川
旭

５
―
３
―
３
）

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑か

ん

札さ
つ

と
注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場

合
は
、会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、

注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
６
日（
月
）〜
23
日

（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た

め
、「
け
や
き
教
室
」を
４
月
１
日

か
ら
中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

移
転
し
ま
す
。

　

け
や
き
教
室
で
は
、児
童
・
生

徒
の
悩
み
を
和
ら
げ
、学
習
意
欲

の
向
上
、自
立
心
や
社
会
性
な
ど

を
育
成
し
、登
校
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。４

月
１
日（
水
）

中
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
２
階
） 

／
登
米
市
中
田
町

上
沼
字
舘
43

◉
　

こ
れ
ま
で
は
教
育
相
談
を
、教

育
研
究
所
、け
や
き
教
室
、子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、教
育
部
活

き
生
き
学
校
支
援
室
で
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、業
務
を

集
約
し
、４
月
１
日
か
ら
中
田
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
け
や
き
教

室
と
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

職
員
室
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

学
業
、不
登
校
、い
じ

め
、問
題
行
動
、子
育
て
な
ど
の
子

ど
も
に
関
わ
る
悩
み
に
関
す
る
教

育
相
談

電
話
相
談
は
随
時
受

け
付
け
。面
接
相
談
は
要
電
話
予

約

月
〜
金
曜（
祝
日
を

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和２年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,536 9,755 10,336 20,091 （▲26）

登米 1,790 2,288 2,459 4,747 （▲9）

東和 2,331 3,024 3,103 6,127 （▲7）

中田 5,204 7,678 7,957 15,635 （37）

豊里 2,135 3,194 3,240 6,434 （▲7）

米山 2,841 4,428 4,540 8,968 （▲12）

石越 1,566 2,374 2,377 4,751 （▲13）

南方 2,719 4,145 4,335 8,480 （▲3）

津山 1,144 1,513 1,661 3,174 （▲3）

合計 27,266 38,399 40,008 78,407 （▲43）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　交通ルールを順守し、歩行者や他の車両に対する思いやり
の気持ちを持って通行しましょう。

（令和２年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 34件 29件 5件

死者数 １人 1人 0人

負傷者数 42人 33人 9人

物損事故
発生件数 194件 227件 ▲33件

※令和２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

で
、食
堂
の
シ
ー
ン
を
石
越
町
で
撮

影
し
て
い
ま
す
。分
か
れ
道
を
歩
く

シ
ー
ン
は
私
自
身
本
当
に
好
き
で
、

惹ひ

か
れ
合
っ
て
い
な
が
ら
も
、別
々

の
道
へ
進
ん
で
い
く
二
人
の
本
当
の

物
語
が
始
ま
る
場
所
で
も
あ
る
と
言

え
ま
す
。

現
地
を
見
た
時
、私
の
イ
メ
ー
ジ

に
近
く
、青
春
の
舞
台
と
し
て
ぴ
っ

た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。市
長
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
が
面
白
く
優
し

い
人
た
ち
で
、ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ

と
を
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、で

き
れ
ば
も
っ
と
多
く
撮
影
を
し
た

か
っ
た
で
す
ね
。二
人
の
優
し
さ
を

土
地
柄
で
表
現
で
き
る
、そ
ん
な
場

所
で
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
時
間
は
長
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、登
米
市
内
で
の
ロ

ケ
は
、こ
の
作
品
の
鍵
と
な
る
大
事

な
シ
ー
ン
で
す
。自
分
た
ち
の
町
に

い
た
高
校
生
が
東
京
に
出
て
、ま
た

故
郷
に
戻
っ
て
く
る
、そ
ん
な
ふ
う

に
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。

長
い
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
人
間

性
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

に
、こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
疑
問
に

思
い
ま
し
た
。こ
の
作
品
を
通
し
て
、

30
年
間
の
二
人
の
男
女
の
人
生
を

も
と
に
、ど
ん
な
に
時
代
の
変
化
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、人
間
に
は「
愛
」

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
、今
の
時
代
に
不
安
を
抱
え
る
人

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す

登
米
市
内
で
は
、高
校
の
卒
業
式

の
後
に
、主
役
の
二
人
が
分
か
れ
道

を
歩
く
象
徴
的
な
シ
ー
ン
を
南
方
町

story cast
©



編

集

後

記

▼
公
共
交
通
の
記
事
を
書
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、市
民
バ
ス

に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。バ
ス
に

揺
ら
れ
な
が
ら
ぼ
ん
や
り
と
窓

の
外
を
眺
め
る
と
、夕
日
が
空

を
赤
く
染
め
、い
つ
も
と
違
う

目
線
で
見
る
景
色
が
新
鮮
で
し

た
。安
全
で
環
境
に
も
優
し
い

市
民
バ
ス
。こ
れ
か
ら
は
利
用

機
会
を
増
や
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。（
高
橋
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
し
ま
し

た
。豆
腐
品
評
会
で
賞
を
取
っ

た
豆
腐
は
、さ
さ
は
ら
豆
腐
店

（
仙
台
市
太
白
区
）の「
ぷ
ち
玉

（
香
）」と
兎と

豆ま
め

屋や

（
同
市
青
葉

区
）の「
香
お
ぼ
ろ
」。「
ど
ち
ら

も
濃
厚
で
滑
ら
か
。風
味
も
甘

み
も
あ
り
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
は

掛
け
ず
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
が

い
い
」と
秋
山
さ
ん
。い
つ
か
食

べ
な
く
て
は
。（
小
野
寺
）

▼
世
界
的
な
話
題
に
な
っ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、市
内
の

イ
ベ
ン
ト
も
次
々
と
中
止
に
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
準
備
し
て

い
た
関
係
者
の
努
力
が
無
駄
に

な
ら
な
い
よ
う
、感
染
拡
大
が

一
日
で
も
早
く
収
束
し
、再
び

活
気
あ
る
ま
ち
に
戻
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「初めて生産した大豆で作った豆腐が最高賞を
取るなんて、豆腐屋さんはすごいな」と控えめに話
す二ツ屋生産組合代表理事の秋山広

ひろ

勝
かつ

さん。
　2019年10月、仙台市の２つの豆腐店が「第５
回全国豆腐品評会」の４部門のうち２部門で１位
の金賞に選出され、うち１つは全体の最高賞にあ
たる農林水産大臣賞に輝いた。２つの豆腐に共通
していたこと―それは、二ツ屋生産組合が生産し
た大豆「香り豆」を使っていたこと。
　香り豆は、発祥の福島県でも知る人ぞ知る希少
な在来種。18年、大豆の卸売りを手掛ける三

みつ

倉
くら

産
業の浅利直

ただし

さんが、豊里の行き届いた生産管理体
制を見込み、同町転作集団連絡協議会に栽培の話
を持ち込んだ。協議会に所属するほとんどの生産

組合が数種類の作物を栽培する中、大豆「タチナガ
ハ」だけを生産していた二ツ屋生産組合に香り豆
が委ねられることになった。香り豆の最大の特徴
は、大豆の花から香りがすること。開花時期を迎え
ると、ほ場一面がゆでた豆の匂いに包まれた。
　青大豆と同じ系統だという香り豆。協議会の青
大豆の生産者から、豆の特徴、種をまく間隔や花が
咲いてからのことなどを教えてもらいながら作業
に奮闘した。「相談できる人たちがいたから、香り
豆の生産という新しいことにチャレンジできた。
豆腐店の頑張りも目の当たりにして、我々生産者
も、もっと味のいい大豆を追及していきたい」と意
欲を燃やす。まだ生産を始めて３年目。香り豆の大
きな可能性にたくさんの情熱が注がれている。

香り豆は生でかじって
もえぐみがなく、甘み
とコクがある。
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